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台風 19 号の爪痕 

案山子づくりの参加者 

針道 

久野綾香さん 

太
田
西
谷
区 

地
域
を
守
る
新
た
な
取
り
組
み 

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て 

太
田
西
谷
集
落
は
、
集
落
の
中
央
を
安

達
太
田
川
が
流
れ
て
お
り
、
過
去
に
は
大

雨
の
度
に
大
な
り
小
な
り
の
被
害
を
被

っ
て
い
た
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。 

一
昨
年
の
台
風
１９
号
の
襲
来
は
７０

年
に
一
度
の
豪
雨
と
言
わ
れ
て
お
り
、
今

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
桁
違
い
の

雨
量
と
な
り
、
あ
の
時
の
恐
怖
は
、
今
な

お
誰
も
が
記
憶
に
留
ま
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。 

今
ま
で
、
マ
ス
コ
ミ
等
の
報
道
で
、

見
流
し
て
い
た
惨
事
が
、
目
の
前
で
起
き

て
い
る
こ
と
に
皆
、
大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
し
か
し
、
甚
大

な
被
害
を
被
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
人
的

被
害
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
は
、
不
幸
中

の
幸
い
と
も
い
え
ま
す
。 

安
達
太
田
川
は
、
上
流
の
寺
坂
集
落
か

ら
西
谷
集
落
ま
で
は
流
れ
が
平
坦
な
う

え
蛇
行
し
て
い
る
た
め
、
水
流
が
ゆ
る
や

か
で
、
淀
み
が
生
じ
易
く
口
太
川
と
の
合

流
地
点
に
も
問
題
が
あ
る
よ
う
で
す
。 

そ
う
い
っ
た
諸
々
の
問
題
、
そ
し
て

予
測
困
難
な
災
害
に
備
え
、
西
谷
集
落
で

は
、
新
た
に
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、

安
全
で
安
心
な
集
落
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

今
後
、
西
谷
区
自
主
防
災
会
で
は
、
菅

野
拡
会
長
を
中
心
に
、
地
震
、
台
風
、
集

中
豪
雨
、
大
雪
な
ど
予
測
不
可
能
な
災
害

に
備
え
、
対
処
で
き
る
よ
う
着
々
と
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
西
谷
区
の

新
た
な
取
り
組
み
に
期
待
を
し
て
い
ま

す
。 さ

わ
や
か
な
風
シ
リ
ー

ズ 

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
『Dre

am
』 

～
地
域
の
交
流
拠
点
・
健
康
づ
く

り
の
場
と
し
て
～ 

久
野
綾
香 

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
０
８
の
カ

ヌ
ー
入
賞
経
験
を
持
つ
綾
香
さ
ん
は
、
地

域
の
皆
様
の
お
か
げ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
で
き
た
こ
と
や
、
地
域
の
集
ま

り
・
健
康
づ
く
り
の
場
所
と
し
て
、
ス
ポ

ー
ツ
ジ
ム
を
つ
く
ろ
う
と
思
っ
た
こ
と

を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

現
在
は
、
毎
月
第
２
土
・
日
曜
日
に
ジ

ム
を
無
料
開
放
し
、
子
ど
も
向
け
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
マ
マ

友
繋
が
り
で
親
子
３０
人
位
集
ま
る
と
の

こ
と
で
す
。 

夢
は
、
こ
こ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
す

る
人
が
出
る
こ
と
。
そ
の
選
手
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
た
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
東

和
の
道
の
駅
で
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
等
の
マ

ル
シ
ェ
を
開
催
し
た
い
と
い
う
話
も
あ

り
、
実
現
で
き
る
の
が
楽
し
み
で
す
。 

 

太
田
布
一
集
落 

雲
遊
散
歩 

今
年
、
布
沢
地
区
の
丘
陵
田
が
国
指
定

の
棚
田
指
定
地
域
に
認
定
さ
れ
、
地
域
の

方
々
は
棚
田
保
全
、
景
観
維
持
、
そ
し
て

米
作
り
に
は
一
層
力
が
入
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。 

そ
う
い
っ
た
中
、
９
月
１２
日(

日)

に
福

島
大
学
行
政
政
策
学
類
の
社
会
芸
術
チ

ー
ム
の
岩
崎
由
美
子
先
生
他
、
５
名
の
学

生
の
参
加
と
集
落
の
１５
名
の
方
々
の
協

力
に
よ
り
「
案
山
子
（
か
か
し
）
づ
く
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
で
は
な
か
な
か
目

に
す
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
案
山
子
。
か

つ
て
は
、
方
々
で
見
ら
れ
、
鳥
獣
被
害
の

防
止
に
は
欠
か
せ
な
い
代
物
で
あ
り
ま

し
た
。 

し
か
し
、
集
落
も
高
齢
化
が
進
み
、
各

戸
も
疎
遠
に
な
り
が
ち
、
都
会
化
の
兆
し

も
み
ら
れ
る
現
代
、
牧
歌
的
な
活
気
あ
る

集
落
づ
く
り
の
起
爆
剤
と
し
て
、
案
山
子

づ
く
り
は
良
い
ア
イ
デ
ア
、
今
後
も
新
し

い
試
み
で
集
落
の
活
性
化
を
図
っ
て
も

ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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講師：一般社団法人脳神経疾患研究所付属 総合南東北病院 

  外科医長 緩和ケアチーム  佐藤  直 氏 
◎経歴 

昭和４２年 二本松市（旧岩代町）生まれ 血液型：A型 

昭和６０年 福島県立福島高校卒業 

平成５年  福島県立医科大学卒業・医師国家試験に合格 

同年    福島県立医科大学外科学第一講座に入局 

平成１６年 学位取得（医学博士）、総合南東北病院勤務 

平成１８年 緩和ケアチーム創設に携わる 

平成２２年 がん治療認定医 

平成２３年 南東北新生病院（現・南東北第二病院）外科兼務 

平成２９年 在宅医療科兼務 

◎趣味・特技 

 ・風景写真、山歩き、オートバイ（ツーリング）、「人の話をよく聴くこと」 

 

 

 

 

主催：東和方部老人クラブ連合会 

共催：二本松市 

後援：二本松市社会福祉協議会 

    二本松市東和地域包括支援センター 

会 場：東和文化センター 大ホール 

対象者：東和方部老人クラブ連合会・興味のある方 

申込み：東和方部老人クラブ連合会事務局 

※当日は、コロナ感染症予防のため、マスク着用・検温・消毒・換気にご協力ください。 

※コロナ感染状況により、講演会を中止することもあります。 

 

人生１００年時代 

人生を楽しく健やかに過ごすために・・・ 

健康寿命を延ばし、住み慣れた地域で！ 

自分らしく！安心して暮らし続けるための 

ヒントを一緒に見つけませんか？ 

 

 

 

 

 

 


